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萩
市
で
も
、
少
子
・
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
進
み
、
地
域
の
再
生
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
市
で
は
、
都
市
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
な
ど
、
地
域
外
の
人
材
を
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入

れ
、
定
住
・
定
着
を
促
す
「
萩
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
を
初
め
て
募
集
。
９
月
か

ら
、
市
全
域
・
須
佐
・
福
栄
地
域
で
、
観

　総務省が支援する制度で、地方自治体が都市地域から過疎地域等の条件不
利地域に住民票を異動し、生活の拠点を移した者を地域おこし協力隊員とし
て委嘱し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支
援や、住民の生活支援など、地域の実情に応じた様々な地域活動に従事し、
併せてその定住・定着を図ることで、地域の活性化につなげる取り組みです。

〔左から〕河津梨香さん、末永智美さん、梅本真実さん、山根智治さん、宮﨑隆秀さん、
永見心さん、深野和範さん（９月２日、委嘱状交付式）

▽
梅う
め
も
と本 

真ま
な
み実

（
滋
賀
県
大
津
市
）

　
「
歴
史
あ
る
萩
市
の
地
域
お
こ
し
に

携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
、

文
さ
ん
の
よ
う
に
何
事
に
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」

◦
観
光
客
受
入
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り

（
お
も
て
な
し
の
充
実
）
の
企
画
な
ど

▽
末
永 

智と
も
み美

（
愛
知
県
北
名
古
屋
市
）

　
「
地
方
の
ま
ち
に
人
を
呼
ぶ
に
は
、

変
え
る
所
と
残
す
所
を
的
確
に
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
取
り
入
れ
ら

れ
る
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
」

◦
萩
の
お
た
か
ら
（
文
化
遺
産
）
を
保

存
・
活
用
す
る
取
り
組
み
の
支
援
な
ど

▽
河こ
う
つ津 

梨り

か香
（
広
島
県
広
島
市
）

　
「
萩
の
多
彩
な
魅
力
を
発
見
し
、
味

わ
い
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
発
信
へ
つ
な

げ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」

◦
全
国
に
向
け
て
萩
の
魅
力
を
発
信
す

る
取
り
組
み

▽
宮
﨑 

隆た
か
ひ
で
秀
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課　
（
２
５
・
３
３
４
２
）

光
交
流
事
業
や
農
山
漁
村
地
域
で
の
地
域

づ
く
り
の
活
動
に
従
事
す
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」（
非
常
勤
特
別
職
）
の
隊
員

７
名
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

協
力
隊
員
た
ち
は
、
９
月
２
日
に
市
長

か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

配
属
さ
れ
た
地
域
で
、
新
た
な
視
点
で
の

地
域
振
興
や
魅
力
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

向
け
て
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
一
日
で
も
早
く
、
萩
の
皆
さ
ん
か

ら
『
は
ぎ
っ
こ
』
と
認
め
て
も
ら
え
る

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
の
で
、
見

か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」

◦
農
林
漁
家
民
泊
の
受
入
家
庭
の
掘
り

起
こ
し
、
受
入
れ
調
整
な
ど

▽
深ふ
か
の野 

和か
ず
の
り

範
（
山
口
県
宇
部
市
）

　
「
萩
出
身
で
、
今
回
戻
っ
て
き
ま
し

た
が
、
改
め
て
気
付
く
萩
の
よ
さ
、
新

し
く
知
る
萩
の
魅
力
、
各
地
域
に
キ
ラ

リ
と
ひ
か
る
も
の
を
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
見
つ
け
、
創
り
、
発
信
し
た
い
」

▽
山
根 

智と
も
は
る
治
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　
「
水
産
商
社
で
働
き
、
日
本
食
の
輸

出
、水
産
物
の
販
売
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
萩
の
食
品
を
全

国
、世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

◦
「
須
佐
男
命
い
か
」
な
ど
の
地
域
の

食
を
活
か
し
た
観
光
振
興
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

▽
永
見 

心し
ん

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り

聞
き
、
交
流
を
深
め
、
信
頼
し
て
も
ら

え
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
し
た
い
」

◦
世
界
文
化
遺
産
関
連
業
務
、
道
の
駅

に
お
け
る
特
産
品
販
売
活
動
、
農
業
活

動
支
援
な
ど

（
順
に
、
配
属
先
、
氏
名
、
前
住
所
地
、

着
任
に
当
た
っ
て
の
抱
負
、活
動
内
容
例
）
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■
市
長
コ
ラ
ム
No.123

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
も
後
半

に
入
り
、
物
語
は
風
雲
急
を
告
げ
る

四し
き
ょ
う境
戦
争
を
経
て
、
い
よ
い
よ
佳

境
。
松
陰
先
生
、
久
坂
玄げ
ん
ず
い
瑞
が
亡
く

な
り
、
高
杉
晋
作
も
病
に
倒
れ
、
幕

末
の
重
大
局
面
。

　

一
方
、
こ
の
７
月
に
は
萩
の
５
つ

の
資
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
も
加
わ
り
、
萩
へ
の
訪
問
客
数

は
例
年
に
な
く
増
加
し
て
い
る
。
観

光
客
に
も
大
い
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
「
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」
の
「
松
陰

先
生
」
と
「
晋
作
く
ん
」
も
大
活
躍

中
。
今
年
は
、
こ
の
市
内
循
環
バ
ス

が
走
り
始
め
て
15
年
の
節
目
の
年
と

な
る
。
萩
市
民
病
院
が
椿
地
区
に
開

設
さ
れ
た
機
会
に
、
車
の
運
転
を
さ

れ
な
い
市
民
の
通
院
、
買
い
物
等
の

た
め
に
、
ま
た
各
地
に
分
散
・
点
在

す
る
数
多
く
の
歴
史
遺
産
を
巡
回
観

光
す
る
た
め
の
交
通
手
段
と
し
て
始

ま
っ
た
も
の
。

　

今
年
は
観
光
客
の
利
用
が
増
え
、

乗
客
数
は
過
去
最
多
値
を
記
録
す
る

と
聞
く
。嬉
し
い
限
り
。赤
い
帽
子
着

用
の
運
転
手
の
皆
さ
ん
の
萩
の
お
も

て
な
し
に
も
大
い
に
期
待
し
た
い
。

建
物
の
老
朽
化
と
耐
震
化
に
伴
い
、

平
成
25
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

た
見
島
小
学
校
・
見
島
中
学
校
の
校
舎
が

完
成
し
、
９
月
１
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
別
の
敷
地
に
あ
っ
た
小
学

校
、
中
学
校
の
校
舎
を
併
設
と
し
、
教
育

環
境
の
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
環
境
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
舎
は
、
木
造
平
屋
建
て
、
瓦

葺
き
屋
根
の
和
風
の
外
観
で
、
外
壁
に
ス

ギ
、
床
は
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
な
ど
阿
武
川

流
域
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
合
同
の
職
員
室
に
よ
り
教
育

の
連
携
を
図
り
、中
央
に
特
別
教
室
を
設

け
、そ
の
左
右
に
小
中
そ
れ
ぞ
れ
の
普
通

教
室
を
配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、校
舎
棟
と

９月１日から新校舎での授業が始まった見島小・中学校

７
月
28
日
に
竣
工
し
た
萩
市
小
川
交

流
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
の
図
書
・

談
話
ス
ペ
ー
ス
を
、
地
域
の
誰
も
が
気
軽

に
立
ち
寄
り
、
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
、
愛
称
を
「
み
の
り
の
広
場
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
孤
立
や
閉
じ
こ
も
り

防
止
の
た
め
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、
季

節
に
関
連
し
た
行
事
な
ど
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ「
み
の
り
の
広
場
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

図書・談話スペース

◉
オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、栗
ご
は
ん
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
５
日
（
月
）
午
前
10
時
～

正
午

■
と
こ
ろ　

小
川
交
流
セ
ン
タ
ー
「
み
の

り
」

■
参
加
料　

１
０
０
円

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

小
川
さ
さ
え
隊
・
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

田
万
川
事
務
所

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
２
７
７
）

給
食
棟
を
つ
な
ぐ
建
物
に
多
目
的
ホ
ー
ル

を
設
け
、学
習
や
集
会
等
に
活
用
し
ま
す
。

　

小
学
校
普
通
教
室
は
複
式
３
教
室
、
中

学
校
普
通
教
室
は
３
教
室
と
し
、理
科
室

や
音
楽
室
、家
庭
科
室
、図
書
室
、コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
室
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
現
在
、見
島
小
学
校
に
15
人
、

中
学
校
に
４
人
が
通
学
し
て
い
ま
す
。

【
整
備
内
容
】

▽
新
築
校
舎　

木
造
（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
）
平
屋
建
て
（
１
０
３
６
㎡
）、

▽
給
食
棟　

木
造
平
屋
建
て（
１
３
３
㎡
、

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
衛
生
管
理
を
強

化
）

【
事
業
期
間
】
平
成
24
～
27
年
度

【
総
事
業
費
】
５
億
７
２
５
５
万
円

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
２
５
・
３
５
６
１
）
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◁ WAON カード

［後列左側より］永
な が た

田裕
ゆ き

貴、柴田敏
としゆき

行、吉村泰
やすのり

憲分団長、寺山拓
た く ま

真
［前列左側より］中島法

のりかず

收、新
しんたに

谷純
まこと

、藤村治
おさむ

、田中誠
せいいち

一

［後列左側より］藤
ふ じ つ

津新
し ん や

也、石
いしみつ

光洋
ひろふみ

文、小野満
みつお

男、佐
さ せ

世修
お さ み

美
［前列左側より］田中準

じゅんや

也、小
こ ば し

橋明分団長、森本昌
しょうじ

司

基本操法：小型ポンプの部／大島分団基本操法：自動車の部／明倫第1分団
［後列左側より］松原龍

たつひろ

大、井本敬
け い ご

吾、刀袮直樹
［前列左側より］長岡和也、田中章

ま さ き

貴、刀禰雄
ゆ う や

也

応急操法：小型ポンプの部／大井第1分団
［後列左側より］阿

あ ん の

武靖
や す お

夫、藤本幸
こういち

一、下
しもかわら

河原圭一、福間友
ゆ う き

規
［前列左側より］坂本幸

こうざぶろう

三郎、松原正
まさひろ

浩、藤本俊
としゆき

幸分団長

応急操法：自動車の部／山田第１分団

萩市消防操法大会 ■問い合わせ 消防本部総務課（２5・2780）

　８月30日、玉江河川公園で消防団員の技術向上を目的に
中央方面団19個分団から20チームが参加しました。また、
福栄方面団の基本操法小型ポンプ、須佐方面団女性団員の
軽可搬ポンプによるデモンストレーションを行いました。

　次の各種目の１位と福栄方面団は、９月19日に山口市
で行われる「山口県消防操法大会」に、須佐方面団女性団
員は「山口県女性消防操法大会」に萩市の代表として出場
します。

　

８
月
19
日
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
萩
店
の
経

営
母
体
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
か

ら
、
１
２
１
万
７
０
０
５
円
が
萩
市
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
８
月
、萩
市
と
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
西
日
本
が
締
結
し
た
包
括
連

携
協
力
に
よ
り
、ご
当
地
電
子
マ
ネ
ー

「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」を

山
口
県
第
１
号
で
発
行
、利
用
金
額
の

0.1
％
が
市
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。今
回
は
、平
成
26
年
３
月
か

ら
27
年
２
月
分
ま
で
で
、当
初
か
ら
の

累
計
は
３
６
９
万
８
２
３
１
円
で
す
。

　

寄
付
金
は
、「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

構
想
」の
取
り
組
み
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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別
収
集
区
分
の
変
更
で「
燃
や
せ
る
ご
み
」

の
対
象
物
が
増
え
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ

で
、直
接
搬
入
量
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

○
資
源
ご
み　

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。資
源
ご
み
の
う
ち
、古
紙
類（
新
聞
、雑

誌
、段
ボ
ー
ル
等
）、缶
類
等
は
資
源
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
の
で「
資
源
ご

み
」と
し
て
出
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
の
分
別
収
集
区
分

の
変
更
に
よ
り
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」の
対

象
が
増
え
ま
し
た
が
、「
資
源
ご
み
」「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」で
出
し
て
い
た

物
は
、区
分
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
23
・
７
％

　

平
成
26
年
度
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
昨
年

度
よ
り
0.5
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
ま
し
た
。市

で
は
資
源
ご
み
の
内
、リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
物
は
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、限
ら
れ

た
資
源
を
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、古
紙
･
古
布
･
紙
製
容
器
包
装
、

小
型
家
電
の
回
収
を
推
進
す
る
た
め
、萩

第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、田
万
川
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、各
総
合
事
務
所
等

で
拠
点
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
、ご
み
の
減
量
化
を
一
人
ひ

と
り
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】
平
成
25
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
率 

山

口
県
21
・
１
％
、
全
国
19
・
０
％

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

　

市
で
は
「
日
本
一
ご
み
の
な
い
ま
ち
」

を
目
標
に
掲
げ
、
ご
み
の
減
量
と
地
域
美

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
新
市
合
併
後
か
ら
各
年

度
、
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
ご
み
量
は
平
成

23
年
度
初
め
て
増
加
、
そ
の
後
は
横
ば
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
度

は
２
９
３
ｔ
、
約
1.5
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
民
１
人
あ
た
り
の
排

出
量
は
前
年
度
に
比
べ
て
微
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
口
減
少
率
１
・
81
％
に

対
し
、
ご
み
の
量
は
1.5
％
減
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

○
燃
や
せ
る
ご
み　

前
年
度
に
比
べ
て

１
６
７
ｔ
減
少
。
減
量
化
の
た
め
「
水
切

り
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○
燃
や
せ
な
い
ご
み　

前
年
度
に
比
べ
て

１
６
４
ｔ
減
少
。平
成
27
年
１
月
以
降
、分0

2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000
18,000
20,000

H17 H18 H19

燃やせるごみ

燃やせないごみ
資源ごみ

（単位：t） （単位：g）

22,000
24,000

ごみ全体

22,531 22,083
20,747

16,906 16,690

3,065 2,924 2,643

2,262 2,186 1,982
H23

△１人１日あたり排出量

1,060

900

920

940

960

980

1,000

1,020

1,040
1,046 1,043

996

■
■

■

■ ■

△
■

■

■■

19,893

14,953

1,017

2,205

2,172
H24

■

1,019

19,680

■
14,685

■
2,142
2,145

H25

■
19,507

1,027

H26

15,067

■
2,070

1,669

■

19,214

1,030

■
14,900

■
1,927
■

■
■

1,505

■

△ △

△

△

△

△

■

ごみ処理量の推移表 （平成17〜26年度）

　

国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し

た「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
萩
市
共
通
商
品
券
」

と
、「
多
子
世
帯
・
後
期
高
齢
者
生
活

支
援
を
対
象
と
し
た
商
品
券
」
の
使
用

期
限
は
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

対
象
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
忘
れ
な
く
期
限
内
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

■
使
用
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

※
10
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
商
工
会
議
所
内
萩
市
共
通
商
品
券
協

同
組
合
（
２
５
・
３
３
３
３
）

　

市
報
９
月
１
日
号
で
９
月
下
旬
開
催

予
定
と
し
て
お
知
ら
せ
し
た
、
恵え

び

す
美
須

ヶが
は
な鼻
造
船
所
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う
現

地
見
学
会
は
、
８
月
中
旬
以
降
の
天
候

不
良
の
影
響
に
よ
り
、
現
時
点
で
は
十

分
に
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
10

月
に
変
更
し
ま
す
。

　

変
更
後
の
日
程
は
、
あ
ら
た
め
て
市

報
10
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
６
５
４
）

▼
訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
９
月
１
日
号
３
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
た
、
世
界
遺
産
大
板
山
た
た
ら

製
鉄
遺
跡
乗
換
バ
ス
の
問
い
合
わ
せ
・

申
込
先
の
、
福
栄
総
合
事
務
所
の
電
話

番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）福
栄
総
合
事
務
所（
５
２
・
０
１
２

１
）

発掘現場（9 月上旬）
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〔左から〕村　吾
ご

朗
ろう

さん（萩光塩高校１年）、
楊
やな

井
い

威
たかのぶ

信さん、舟
ふな

戸
と

陽
よう

介
すけ

さん、恩
おん

村
むら

悠
ゆう

河
が

さん
（以上、萩高校２年）、波

は だ

田真
ま

優
ゆ

さん（萩高校３年）

〔左から〕伊豫岡凌平さん（萩西中３年、今年参加）、波田真優さ
ん（萩高校３年、６回目参加）、新井悠

ゆうすけ

介さん（山口銀行萩支店、
１回目参加）、長井紀幸さん

　

８
月
21
日
、
教
育
実
践
の
成
果
を
発
表
す
る
、
萩
市

学
校
教
育
研
究
発
表
大
会
が
市
民
館
で
開
催
さ
れ
、
市

内
の
教
職
員
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
内
８
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
「
志
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
発
表
な
ど
の
ほ
か
、今
年
は
長
州
フ
ァ
イ
ブ
・
ジ
ュ

ニ
ア
語
学
研
修
の
参
加
者
に
よ
る
市
長
と
の
座
談
会
を

行
い
ま
し
た
。第
１
回
目
の
参
加
者
で
、今
年
か
ら
山

口
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
長
井

紀の
り
ゆ
き幸

さ
ん
は
、「
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
な
ど
悔
し
い
思
い

も
し
た
が
、貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。ぜ
ひ
こ
の
研
修
を
続

け
て
も
ら
い
、生
徒
た
ち
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
欲

し
い
」と
後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
、30
日
、日
本
有
数
の
コ
ー
ス
、

川
上
の
阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
カ

ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
第
４
戦
と
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
第
５
戦
が
開
催
。市
内
の
５
選
手
が

出
場
、足
立
和
也
選
手
が
優
勝
、そ
の
他
の
選

手
も
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

▽
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
ス
プ
リ
ン
ト

カ
ヤ
ッ
ク
・
シ
ン
グ
ル
）男
子
３
位
：
高
橋

怜り
ょ
う
や也
（
椿
）、▽
ス
ラ
ロ
ー
ム
（
カ
ヤ
ッ
ク
・

シ
ン
グ
ル
）男
子
１
位
：
足
立
和
也
（
江
向
）、

６
位
：
浦
野
修
平
（
至
誠
館
大
学
２
年
）、７

位
：
小お
ぐ
ら倉

誉た
か
し史

（
至
誠
館
大
学
３
年
）、女
子

３
位
：
岡
崎
遥は
る
か海
（
萩
商
工
高
校
２
年
）

今
も
む
か
し
も
志
を
高
く

　

学
校
教
育
研
究
発
表
大
会

カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
が
今
年
も
川
上
で
開
催

スラローム男子カヤック・シングルで優勝した足立和也選手

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア 

英
国
語
学
研
修
を
報
告

　

７
月
29
日
～
８
月
13
日
の
16
日
間
、
長
州

フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
と
し
て
英
国
語
学
研
修

を
終
え
た
、
市
内
の
中
学
生
５
人
の
報
告
会

を
８
月
29
日
、
萩
博
物
館
で
行
い
ま
し
た
。

研
修
中
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ー

ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
で
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
生
徒

と
一
緒
に
学
ん
だ
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
の

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

研
修
を
終
え
「
外
国
人
と
の
会
話
で
、
広

い
視
野
と
勇
気
と
自
信
が
身
に
つ
い
た
」「
長

州
フ
ァ
イ
ブ
の
よ
う
に
萩
、
日
本
の
た
め
に

尽
く
せ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
」
な
ど
感

想
や
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

日
英
学
術
交
流
１
５
０
年
記
念

　

ロ
ン
ド
ン
大
学
研
修
報
告
会

　

７
月
21
日
～
29
日
の
９
日
間
、「
萩
市
・

日
英
学
術
交
流
１
５
０
年
記
念
ロ
ン
ド
ン
大

学
研
修
」
を
終
え
た
、
市
内
の
高
校
生
５
人

の
報
告
会
を
8
月
30
日
、
萩
博
物
館
で
行
い

ま
し
た
。
研
修
中
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
の
英

語
の
講
義
や
、
異
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
と
し

た
討
論
会
で
発
表
を
行
う
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
レ

ン
ジ
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
生
徒
か
ら
「
自
分
に
な
い

意
見
が
聞
け
て
、価
値
観
が
変
わ
っ
た
」「
外

国
の
友
達
に
萩
を
案
内
し
た
い
」「
将
来
世

界
の
舞
台
で
活
躍
し
た
い
」
な
ど
感
想
や
将

来
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ウィリアムソン教授夫妻の墓の前で
［左から］村　栄

ともろう

朗さん（萩光塩学院中２年）、
杉浦郁

あ や ね

音さん、伊
い よ お か

豫岡凌
りょうへい

平さん、小谷萌
も ね

寧さん、
（以上萩西中３年）、中野美

み さ き

咲さん（明木中３年）
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■
低
身
長
っ
て
？

　

同
じ
年
齢
、
同
じ
性
別
の
こ
ど
も
１
０

０
人
が
背
の
順
に
並
ん
だ
時
、
低
い
方
か

ら
数
え
て
だ
い
た
い
３
人
目
ま
で
（
統
計

学
的
に
は
「-2S

D

以
下
」
と
表
現
し
ま

す
）
の
子
を
、
低
身
長
と
い
い
ま
す
。

　

多
く
は
乳
幼
児
健
診
の
際
に
指
摘
さ
れ

ま
す
が
、
病
院
を
受
診
し
た
際
に
た
ま
た

ま
指
摘
さ
れ
る
場
合
や
、
ご
家
族
が
心
配

し
て
受
診
さ
れ
た
際
に
見
つ
か
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

■
原
因
は
な
に
？

　

こ
ど
も
の
低
身
長
の
約
90
％
が
体
質
性

と
い
っ
て
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
そ
の
他

特
に
異
常
の
な
い
、
個
人
の
体
質
に
よ
る

低
身
長
で
す
。
ご
家
族
の
身
長
が
低
い
な

ど
、
遺
伝
的
な
要
因
が
あ
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
時
の
体
格

が
、
妊
娠
期
間
と
不
釣
り
合
い
に
小
さ
い

こ
と
に
よ
る
低
身
長
（
Ｓ
Ｇ
Ａ
性
低
身
長

と
い
い
ま
す
）
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
そ
れ
以
外
の
低
身
長
は
何
ら
か

の
異
常
・
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
脳
の
成
長
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
す
る
部
位
の
機
能
低
下
に
よ

る
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
不
全
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
は
、多
く
は
原
因
不
明（
特

発
性
）
で
す
が
、
と
き
に
脳
腫
瘍
が
原
因

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
染
色
体
異

常
、
低
栄
養
や
、
虐
待
・
愛
情
遮
断
に
よ

る
精
神
・
情
緒
の
問
題
に
よ
っ
て
も
低
身

長
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
低
身
長
を
み
た
場
合
は
、
こ

れ
ら
の
異
常
・
原
因
が
隠
れ
て
い
な
い
か

ど
う
か
、
必
要
に
応
じ
て
検
査
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

　

血
液
検
査
で
、
成
長
に
関
わ
る
ホ
ル
モ

ン
の
数
値
を
調
べ
ま
す
。
ま
た
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
で
手
の
骨
の
成
熟
度（
骨
年
齢
）

を
調
べ
る
こ
と
で
、
体
の
年
齢
と
実
際
の

年
齢
に
差
が
な
い
か
を
見
ま
す
。
ま
た
、

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は

染
色
体
検
査
（
保
護
者
の
方
と
要
相
談
）

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
数
値
に
つ
い
て
は
一

回
の
検
査
で
は
判
定
が
難
し
い
た
め
、
成

長
ホ
ル
モ
ン
分
泌
刺
激
試
験
（
成
長
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
促
す
薬
剤
を
投
与
し
、
そ

の
刺
激
に
ど
の
程
度
反
応
し
成
長
ホ
ル
モ

120

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：兼
かねやす

安 秀
ひでのぶ

信
専門：小児科

ン
が
分
泌
さ
れ
る
か
を
調
べ
る
検
査
）
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
治
療
は
？

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
と
い
う
治
療

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
長
ホ
ル
モ

ン
分
泌
不
全
性
低
身
長
症
、
Ｓ
Ｇ
Ａ
性
低

身
長
（
前
述
）、
一
部
の
染
色
体
異
常
な

ど
が
治
療
適
応
で
す
。

　

ま
た
、
脳
腫
瘍
・
低
栄
養
・
虐
待
な
ど
、

明
ら
か
な
原
因
の
あ
る
低
身
長
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
原
因
に
対
す
る
治
療
・
問
題
解
決

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
検
査
の
結
果
明
ら

か
な
異
常
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
経
過
観
察
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

低
身
長
に
限
ら
ず
、
こ
ど
も
の
体
の
成

長
異
常
に
は
、
背
景
に
何
ら
か
の
原
因
・

異
常
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
気

が
付
い
た
場
合
に
は
ま
ず
医
療
機
関
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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職　種 採用予定数 申込者数 １次試験
受験者数

１次試験
合格者数

２次試験
受験者数

２次試験
合格者数 採用者数

事務 3 人程度 27 人 20 人 10 人 9 人 5 人 5 人
土木 若干名 2 人 1 人 0 人 0 人
学芸員 1 人 21 人 18 人 7 人 7 人 1 人 1 人
初級消防 若干名 12 人 10 人 8 人 8 人 4 人 4 人
市民病院臨床工学技士 1 人 3 人 3 人 1 人 1 人
市民病院医局秘書 1 人 2 人 1 人 1 人 1 人
市民病院看護師 随時 2 人 2 人 2 人 2 人
市民病院看護師（新卒） 6 人 5 人 5 人 5 人 4 人
見島診療所看護師 随時 2 人 2 人 1 人 1 人

（平成 26 年度）：採用試験以外に市民病院・診療所の医師８人を選考により採用しています。

採用試験実施状況

選考の状況

（平成26年度）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

区　分 職員数 対前年
増減数

区　分 職員数 対前年
増減数部　門 平成26年 平成27年 部　門 平成26年 平成27年

一般行政
部門

議　会 5 5 0
特別行政
部門

教　育 103 93 △ 10
総　務 133 136 3 消　防 90 91 1
税　務 31 30 △ 1 小　計 193 184 △ 9
民　生 119 121 2 普通会計部門　計 640 624 △ 16
衛　生 39 35 △ 4

公営企業等
会計部門

病　院 176 172 △ 4
労　働 1 1 0 水　道 24 24 0
農林水 49 45 △ 4 下水道 22 17 △ 5
商　工 23 21 △ 2 その他 42 39 △ 3
土　木 47 46 △ 1 小　計 264 252 △ 12
小　計 447 440 △ 7 合　計 904 876 △ 28

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

※1.萩市の給与条例に基づく級区分による職員数です。　※2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計標準的な

職務内容
事務職員
技術職員

事務職員
技術職員 主任 係　長 課長補佐 課長・

部次長 部長

職員数 14 人 7 人 105 人 154 人 51 人 81 人 27 人 439 人
構成比 3.2% 1.6% 23.9% 35.0% 11.6% 18.5% 6.2% 100.0%

一般行政職の級別職員数の状況（H27.4.1 現在）

事務 学芸員 消防士 医師 看護師 臨床工学技士 医局秘書 計
５人 １人 ４人 ８人 ７人 1 人 １人 27 人

採用職員数（H26.4.2〜H27.4.1） 退職職員数（平成26年度）

退職者 55 人

　市の人事行政の運営等における公正性、透明性を
高めるために「地方公務員法」および「萩市人事行
政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤
務条件などの状況について、平成 26 年度および平
成 27 年度の概要を公表します。
■問い合わせ　総務課人事係　（２５・１２３９）
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特殊勤務手当
（26 年度）

職員全体に占める支給職員の割合 18.6%
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 228,907 円
代表的な手当の名称 徴収事務手当、福祉業務手当、清掃業務手当、

消防作業手当
時間外勤務手当

（26 年度）
支給総額 1 億 6,040 万円
職員 1 人当たり支給年額 312,058 円

萩市 （平成27年度） 国 （平成27年度）

期末・勤勉
手当

支給区分 期末手当 勤勉手当

同じ

割合
6 月期 1.225 月分 0.75 月分
12 月期 1.375 月分 0.75 月分

計 2.6 月分 1.5 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置：有

退職手当

支給区分 自己都合 早期・定年

割合

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置：2 〜 45％
加算

扶養手当
①配偶者　　月 13,000円
②扶養親族　1人当たり月 6,500円
　（配偶者がない場合、１人目は月11,000円）

同じ

住居手当
借家（月額）
　◦家賃 23,000円以下の場合　家賃−12,000円
　◦家賃 23,000円を超える場合
　　（家賃−23,000円）÷2＋11,000円（最高限度額 27,000円）

同じ

通勤手当

①交通機関利用（月額）
　◦運賃55,000円以下の場合　実額
　◦運賃55,000円を超える場合　55,000円＋（運賃−55,000円）÷2
②交通用具（自家用車等）利用（月額）
　距離（2㎞以上） に応じ2,000円〜50,000円を支給

①交通機関利用（月額）　
　実額（ただし、支給限度額55,000円）
②交通用具（自家用車等）利用（月額）
　距離（２㎞以上）に応じ2,000円〜
　24,500円を支給

職員手当の状況 （H27.4.1 現在）

（H27.4.1 現在）
区　分 給料月額等 区　分 平成 27 年度支給割合

給　料 市　長
副市長

820,000 円
650,000 円

期末手当

市　長
副市長

6 月期　1.975 月分
12 月期　2.125 月分 加算措置：有

計　　4.1 月分

報　酬
議　長
副議長
議　員

420,000 円
345,000 円
320,000 円

議　長
副議長
議　員

6 月期　1.475 月分
12 月期　1.625 月分 加算措置：有

計　　3.1 月分

特別職の報酬等の状況

職員数 給与費（年額） １人当たり
給与費給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

平成27年度 624人 24億9,491万円 5億13万円 9億5,338万円 39億4,842万円 633万円

職員給与費の状況（普通会計 予算）

※経験年数とは、採用後の年数をいいます。
ただし、採用前に民間企業等での経験があ
る場合は、市の基準に基づき換算された年
数を加算しています。

区　　分 経験年数11年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 268,625 円 313,817 円 357,038 円
高校卒 252,000 円 266,800 円 324,833 円

（H27.4.1現在）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

349,700 円 45 歳 7 月 317,100 円 52 歳 3 月

職員の平均給料月額および平均年齢の状況 （H27.4.1現在）
区　　分 決定初任給

一般行政職 大学卒 174,200 円
高校卒 142,100 円

技能労務職 高校卒 139,500 円

職員の初任給の状況 （H27.4.1 現在）

歳出額（Ａ） 実質収支額 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）
平成26年度 366億843万円 3億2,740万円 59億9,271万円 16.4％

※人件費には職員給与に加え、退職手当、報酬等を含みます。人件費の状況（普通会計 決算）
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年次有給休暇 1 年につき 20 日間付与。4 月採用職員は 15 日間付与。
平成 26 年の平均取得状況：8.6 日

病気休暇 負傷または疾病のために療養する必要があり、その勤務しないことがやむを得ないと認められる場合の休暇
特別休暇 結婚、出産、忌引など特別の事由により、勤務しないことが相当である場合の休暇

介護休暇
職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等の負傷、疾病または老齢により日常生活を営むのに支障
がある者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合の休暇
平成 26 年度の取得状況：1 件

育児休業 職員は 3 歳に満たない子を養育するため、3 歳に達する日まで育児休業することができる。
平成 26 年度の取得状況：9 件

修学部分休業 職員の公務に関する能力の向上に資する修学のための部分休業
高齢者部分休業 職員の定年退職前の現役離職準備のための部分休業
自己啓発等休業 職員の公務に関する能力の向上に資する修学または国際貢献活動を行うための休業

勤務時間 午前８時30分〜午後５時15分 週休日：土曜日、日曜日　
休日：国民の祝日に関する法律に規定する休日、年末年始休憩時間 正午〜午後 1 時

勤務時間等

休暇制度等について

免職 休職 降任 降給 計
0 人 ６人 0 人 0 人 ６人

免職 停職 減給 戒告 計
0 人 0 人 0 人 1 人 1 人

（平成26年度）

分限処分者の状況 懲戒処分者の状況

◦法令等および上司の職務上の命令に従う義務　 ◦秘密を守る義務
◦政治的行為等の制限 ◦営利企業等の従事制限（許可状況：平成26年度66件）
◦信用失墜行為の禁止 ◦職務に専念する義務
◦争議行為等の禁止

地方公務員法の規定により次のような職務上の義務があります。

職員研修の状況：本市の人材育成として、山口県ひとづくり財団、自治大学校等への派遣研修を行い職員の資質の
　　　　　　　　  向上に努めています。
　　　　　　　　  ◇平成 26 年度の研修実績：山口県ひとづくり財団へ 124 人、自治大学校へ 1 人
　　　　　　　　　 その他研修機関へ 9 人、庁内研修（9 回）302 人
勤務成績の評定状況：職員ごとに年１回の昇給時期に勤務成績を評定しています。

勤務条件に関する措置状況（平成 26 年度）：該当なし
不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 26 年度）：該当なし

◦市事業 ◇職員健康診断：定期健康診断、Ｂ型肝炎ウィルス検査
◇共済組合制度：人間ドック助成事業、特定健康診査、特定保健指導事業、生活習慣病検診助成事業、
　　　　　　　　保養所等宿泊助成事業

◦萩市職員共済会事業　
　市事業以外に、萩市職員共済会への補助により、職員の福利厚生を目的とした事業を実施しています。

◇公費負担額
　（平成26年度）

◇公費負担により実施した福利厚生事業：萩夏まつり等地域活動参加、自己啓発助成（研修、通信教育、
　検定等への受講料助成）、職場用救急薬品設置、職員親睦球技大会開催、文化部・運動部助成等

公費負担額 会員 1 人当たりの公費負担額 公費負担率
381 万円 4,164 円 28.2％

福利厚生制度に関する状況（平成 26 年度）

加入団体 災害件数 災害の内容
地方公務員災害補償基金山口県支部 15 件 骨折、打撲、針刺し等

公務災害の認定状況（平成26年度）
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す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
29
日
（
火
）
午
後

１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

明
神
島
運
動
公
園
周

辺
（
川
上
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課

（
２
５
・
２
７
８
４
）

萩
海
運 
離
島
航
路
時
刻
表

の
変
更

　

10
月
１
日
か
ら
離
島
航
路
（
見

島
・
相
島
・
大
島
航
路
）
の
時
刻

表
が
変
わ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
萩
海
運
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
海
運
（
２
５
・
２
０
４
０
）
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

切
り
替
え
の
お
願
い

◆
「
特
別
徴
収
」
と
は

　

事
業
所
が
、
従
業
員
の
毎
月
の

給
与
か
ら
住
民
税
を
徴
収
し
て
市

に
納
め
る
方
法
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
事
業
所
は
毎
月

従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

し
て
、
納
税
者
（
従
業
員
）
に
代

わ
っ
て
市
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
地
方
税
法
と
市
の
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
に
す
る
と

【
事
業
所
】

◦
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
手
続
き

と
は
違
い
、
事
業
者
の
税
額
計
算

は
不
要
で
す
（
税
額
計
算
は
市
が

行
い
ま
す
）。

◦
毎
年
５
月
に
、
課
税
課
か
ら
事

業
者
（
給
与
支
払
者
）
に
確
定
し

た
税
額
を
記
入
し
た
納
付
書
と
通

知
書
を
送
り
ま
す
。
通
知
書
に
は

個
人
ご
と
に
月
割
り
し
た
税
額
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
税
額
を
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
し
て
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
ま

と
め
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
従
業
員
（
納
税
者
）】

◦
金
融
機
関
や
市
の
窓
口
に
出
向

く
手
間
が
省
け
ま
す
。

◦
１
年
分
の
住
民
税
を
12
回
に
分

け
て
納
め
る
の
で
、普
通
徴
収（
納

期
が
年
４
回
）
に
比
べ
て
１
回
の

負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
の
申
し
込
み

　

年
度
途
中
か
ら
で
も
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
は
可
能
で
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
住
民
税
の
特

別
徴
収
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
の

で
、
事
業
主
の
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

課
税
課
（
２
５
・
３
２
８
６
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
「
文
と
萩
物
語
〜
ゆ
か

り
の
人
物
〜
」
発
売
開
始

　

日
本
郵
便
中
国
支
社
で
は
、大

河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」に
ち
な
ん

だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

「
文
と
萩
物
語
～
ゆ
か
り
の
人
物

～
」を
、９
月
18
日
か
ら
発
売
し
ま

す
。文
や
ゆ
か
り
の
人
物
の
イ
ラ

ス
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

■
発
売
部
数　

３
０
０
０
部

■
シ
ー
ト
構
成　

１
シ
ー
ト
52
円

×
10
枚

■
販
売
価
格　

９
８
０
円

■
販
売
場
所　

県
内
の
各
郵
便
局 

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）、
萩
市
観

光
協
会
で
通
信
販
売
（
詳
細
は
、

２
５
・
１
７
５
０
へ
）

問
い
合
わ
せ

日
本
郵
便
中
国
支
社

（
０
８
２
・
２
２
４
・
５
９
９
１
）

　来春小学校に入学するお子さんの健康診断を行
います。該当するご家庭には通知書を配付します
が、転居された方や市内へ転入された方等で、実
施日の 10 日前までに通知書が届かない場合は、
お問い合わせください。

問い合わせ　学校教育課（２５・３５６４）、
　教育委員会各地域事務所

学校名 予定数 実施日 実施時間
明倫小学校 118 10月30日（金） 13：00〜
椿東小学校 90 11月18日（水） 13：00〜
越ケ浜小学校 12 10月9日（金） 13：00〜
椿西小学校 40 11月13日（金） 13：00〜
白水小学校 12 11月6日（金） 13：20〜
木間小学校 1 白水小学校で実施
三見小学校 5 白水小学校で実施
大井小学校 7 越ケ浜小学校で実施
大島小学校 5 11月19日（木） 13：30〜
見島小学校 6 10月7日（水） 13：30〜
川上小学校 2 10月8日（木） 13：00〜
小川小学校 7 10月5日（月） 13：30〜
多磨小学校 9 10月20日（火） 13：15〜
むつみ小学校 3 10月9日（金） 13：10〜
育英小学校 6 10月22日（木） 14：00〜
弥富小学校 1 育英小学校で実施
明木小学校 5 10月16日（金） 14：00〜
佐々並小学校 4 明木小学校で実施
紫福小学校 2 11月11日（水） 14：55〜
福川小学校 9 11月4日（水） 14：35〜

「
公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援

市
民
基
金
」
へ
の
寄
付
に

ご
協
力
を

　

公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民

基
金
運
営
委
員
会
で
は
、
至
誠
館

大
学
の
留
学
生
支
援
を
目
的
に
、

「
公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民

基
金
」
へ
の
寄
付
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
な
市
内
の
留
学
生

に
対
し
奨
学
金
を
給
付
し
、
安
心

し
て
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
萩
で
は
、
16
人
の
留
学
生

萩
市
役
所

事
業
所

【
給
与
支
払
者
】

従
業
員

【
納
税
者
】

①特別徴収
税額の通知

②特別徴収
税額の通知

④住民税を
まとめて納入
（毎月翌月10日まで）

③住民税の
徴収（６月～
翌年５月までの
毎月給与支払日）

■特別徴収による納税の仕組み

※納入場所
　市の窓口、指定金融機関、収納代理金融機関
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期
間
中
、
学
校
や
職
場
な
ど
を

あ
げ
て
の
交
通
事
故
撲
滅
を
目
指

す
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

◦
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進
（
県

重
点
）

※
９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

日

が
至
誠
館
大
学
で
学
ん
で
い
ま

す
。

○
寄
付
金

◦
個
人　

１
口
３
０
０
０
円

◦
企
業
・
団
体　

１
口
１
万
円

○
寄
付
金
の
振
込
先

■
口
座
名
義　

い
ず
れ
も
「
は
ぎ

大
学
支
援
市
民
基
金
」

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

復
興
祈
念
・
ご
縁
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー

　

東
部
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
２

年
、
復
興
祈
念
の
イ
ベ
ン
ト
を
、

新
し
く
な
っ
た
小
川
交
流
セ
ン
タ

ー
「
み
の
り
」
を
中
心
に
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　

11
月
７
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

※
小
雨
決
行
。

■
と
こ
ろ　

小
川
交
流
セ
ン
タ
ー

「
み
の
り
」
と
そ
の
周
辺

■
内
容　

〇
ご
縁
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
各
ポ
イ

ン
ト
で
被
災
当
時
や
復
興
の
状
況

な
ど
を
ク
イ
ズ
や
地
域
の
方
々
と

の
交
流
で
確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま

す
。

〇
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
終
了
後
、
小

川
交
流
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
と
交
流
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
料　

２
０
０
円

■
申
込
締
切
日　

10
月
23
日

主
催
・
申
し
込
み

生
活
再
建
支
援
事
業
部

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

生
活
応
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
８
９
）

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

「
の
ど
自
慢
大
会
」
出
場
者

■
と
き　

11
月
14
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
参
加
料　

無
料

※
音
源
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
で
、
舞

台
で
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
を
使
用
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

■
と
き　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
、
通
学

し
て
い
る
３
歳
以
上
、
18
歳
未
満

の
方
（
高
校
生
以
下
の
方
）

■
定
員　

15
人
（
組
）

○
一
般
の
部

■
と
き　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
、
通
勤

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
は
不
可
）

■
定
員　

25
人
（
組
）

※
い
ず
れ
も
、
グ
ル
ー
プ
で
の
参

加
も
可
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

■
表
彰　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

審
査
員
特
別
賞
に
賞
状
と
副
賞

■
申
込
方
法　

10
月
７
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
と
曲
目
、
歌
手
名
を

記
入
し
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
１　

萩
市
江

向
４
９
５
‐
４　

萩
市
文
化
・
生

涯
学
習
課
内
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
「
の
ど
自
慢
大
会
」
事
務
局

（
２
５
・
３
５
９
０
）

金融機関名 種別 口座番号

郵便局  ー 01370・6・
90260

山口銀行萩支店 普通 6191006

萩山口信用金庫萩支店 普通 0438892

■寄付金の振込先

行事名 とき ところ

交通安全自動車
パレード

9月18日（金）
9:15〜11:30

【萩・川上・むつみ・旭・福栄地域】
市民体育館での出発式の後、
3コースに分かれてパレード

【須佐・田万川地域】
江崎幹部交番を出発しパレード

ボーイ・ガールスカウト
交通安全キャンペーン

23日（水）
9:30〜10:30 道の駅「萩往還」萩地域側駐車場

福栄地域交通安全
キャンペーン

「マスコット作戦」
24日（木）

7:00〜8:00 旧ＪＡあぶらんど萩福川支所横

やまびこキャンペーン 25日（金）
7:25〜8:00 むつみB＆G海洋センター前

旭地域交通安全
キャンペーン

「マスコット作戦」
25日（金）

10:00〜11:00 小
こ ぎ わ ら

木原道路公園

川上地域交通安全
キャンペーン

「マスコット作戦」
25日（金）

13:00〜14:00 川上京
きょうどこ

床

シルバー安全運転
コンテスト

26日（土）
9:00〜12:00 萩自動車学校

むつみ地域交通安全
キャンペーン

28日（月）
7:15〜7:45 吉部下鍛冶屋交差点

萩交通安全協会婦人部
によるキャンペーン

29日（火）
14:00〜15:00 明木菅

すげふた

蓋（国道262号）
須佐地域・田万川地域
交通安全キャンペーン

29日（火）
16:00〜17:00

道の駅「ゆとりパークたまがわ」
前（国道191号）

安管青年会議
キャンペーン

30日（水）
18:00〜19:00 アトラス萩店
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萩
・
魚
ま
つ
り 

巡
視
艇
「
は

ぎ
な
み
」
体
験
航
海

　

10
月
11
日
の
萩
・
魚
ま
つ
り
に

併
せ
て
、
萩
海
上
保
安
署
の
巡
視

艇
「
は
ぎ
な
み
」
の
体
験
航
海
を

行
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
11
日
（
日
）
①
午

前
10
時
～
、
②
11
時
～
、
③
午
後

１
時
、
④
２
時
～

■
と
こ
ろ　

萩
・
魚
ま
つ
り
会
場

内
乗
船
場
（
県
漁
協
萩
地
方
卸
売

市
場
）

■
定
員　

各
20
人
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
、
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
乗
船
料　

無
料

■
申
込
方
法　

９
月
30
日
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
乗
船
者
の
氏
名
、

年
齢
、
乗
船
時
間
の
第
１
・
第
２

希
望
を
記
入
し
、
郵
送
（
萩
・
魚

ま
つ
り
体
験
航
海
係
あ
て
）

■
主
催　

萩
・
魚
ま
つ
り
実
行
委

員
会申

し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
水

産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

国
勢
調
査
人
口
予
想
ク
イ
ズ

　

今
年
10
月
１
日
現
在
で
、
国
勢

調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
国
勢
調
査
の
周
知
・
広
報

の
一
環
と
し
て
「
萩
市
の
平
成
27

年
国
勢
調
査
人
口
」
の
予
想
ク
イ

ズ
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

萩
市
内
に
居
住
す

る
方

■
賞
品

◦
１
等
（
１
人
）
２
万
円
分
の
萩

市
共
通
商
品
券

◦
２
等
（
３
人
）
５
０
０
０
円
分

の
萩
市
共
通
商
品
券

◦
惜
し
か
っ
た
で
賞
（
10
人
）
１

０
０
０
円
分
の
萩
市
共
通
商
品
券

◎
ヒ
ン
ト

▽
平
成
22
年
国
勢
調
査
人
口

５
３
７
４
７
人

▽
平
成
27
年
８
月
31
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
人
口

５
０
８
８
９
人

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
、
予
想

人
口
（
学
生
・
外
国
人
等
を
含
む
）

を
一
桁
ま
で
記
入
の
う
え
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
郵
送
。
ハ
ガ
キ
は
１
枚

に
つ
き
１
件
。
複
数
応
募
は
可
能

で
す
が
、
当
選
は
１
人
１
賞
品
と

し
ま
す
。

■
締
め
切
り　

10
月
31
日
（
当
日

消
印
有
効
）

■
応
募
先　

〒
７
５
８
‐
８
５
５

５　

萩
市
企
画
政
策
課
内
人
口
予

想
ク
イ
ズ
係

■
当
選
発
表　

２
月
下
旬
に
当
選

者
へ
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
６
９
０
）

全
国
凧
揚
げ
大
会
in
見
島

　

見
島
で
は
、
長
男
が
生
ま
れ
た

正
月
に
親
戚
や
知
人
、
友
人
ら
と

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
大
凧
（
鬼
よ
う
ず
）
を
作
り
、

揚
げ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）、
18

日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

見
島
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
内
容　

▽
17
日 

鬼
よ
う
ず
製

作
、島
内
観
光
、前
夜
祭 

▽
18
日

凧
揚
げ
大
会

■
定
員　

２
０
０
人

※
長
男
家
族
も
募
集
。

■
参
加
料　

８
５
０
０
円
（
宿
泊

有
）、
４
２
０
０
円
（
宿
泊
無
）

■
主
催　

全
国
凧
揚
げ
大
会
in
見

島
実
行
委
員
会

　

萩
市
で
は
、
平
成
26
年
11
月
に

国
で
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
本

市
に
お
け
る
人
口
の
現
状
と
将
来

の
展
望
を
提
示
す
る
「
萩
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
今
後
５
カ
年
の

目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
萩
市

総
合
戦
略
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
回
公
表
す
る
「
萩
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）
と
萩
市
総
合
戦
略

（
案
）」
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
を
は

じ
め
、
住
民
や
有
識
者
の
方
で
構

成
さ
れ
る
「
萩
市
総
合
戦
略
推
進

委
員
会
」
や
「
萩
市
総
合
戦
略
地

域
懇
話
会
」
等
で
の
意
見
・
提
案

を
踏
ま
え
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

10
月
の
策
定
に
向
け
、
よ
り
幅
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
等

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

９
月
18
日
～
10
月

19
日

■
萩
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）・

萩
市
総
合
戦
略
（
案
）
の
閲
覧
場

所　

市
役
所
本
庁
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
企
画
政
策
課
、
各
総
合
事

務
所
地
域
振
興
部
門
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

企
画
政
策
課
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部

門
備
え
付
け
の
意
見
等
提
出
用

紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
持
参

※
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
３
４
２
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
、
メ
ー

ル kikaku@
city.hagi.lg.jp

）

申
し
込
み

９
月
30
日
ま
で
に
、見
島
支
所
内

見
島
観
光
協
会
（
２
３
・
３
３
１

１
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
・
３
３
１
３
）
へ

田
万
川
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

秋
の
田
万
川
ツ
ア
ー

〜
海
彦
・
里
彦
・
山
彦　

三さ
ん
ひ
こ彦
を

巡
る
旅
路
〜

　

天
然
の
良
港
・
江
崎
湾
の
海
と

果
樹
が
実
る
平
山
台
の
里
、
か
つ

て
山
城
が
築
か
れ
た
山
々
、
海
・

里
・
山
の
「
三
彦
」
の
旅
路
を
巡
っ

て
、
秋
の
田
万
川
を
楽
し
ん
で
み
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ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

10
月
17
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時

50
分
、
田
万
川
総
合
事
務
所
に
集

合
（
萩
市
江
崎
）

■
送
迎　

市
役
所
か
ら
田
万
川
ま

で
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
。
利
用
希

望
者
は
事
前
申
込
の
う
え
、
午
前

８
時
40
分
ま
で
に
市
役
所
前
駐
車

場
に
集
合
。

■
内
容　

地
元
の
方
の
案
内
で
、

西さ
い
ど
う
じ

堂
寺
な
ど
の
江
崎
の
海
に
ま
つ

わ
る
お
た
か
ら
と
、
平ひ
ら
や
ま
だ
い

山
台
・
小

川
の
里
や
山
に
ま
つ
わ
る
お
た
か

ら
を
巡
る

■
行
程　

江
崎
の
お
た
か
ら
巡
り

（
西
堂
寺
、
酒さ
か
だ
る
ば
か

樽
墓
、
大
た
い
り
ょ
う
お
お
は
し

漁
大
橋
）

→
平
山
台
ま
つ
り
（
昼
食
）、
平

山
台
を
散
策
→
上う
え

の
原は
ら

→
龍り
ゅ
う
り
ん隣

郷き
ょ
う

→
星ほ
し

の
城
じ
ょ
う（

遠
望
）

※
移
動
は
徒
歩
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
併
用
。

■
持
参
品　

飲
み
物
、
歩
き
や
す

い
服
装

■
参
加
料　

１
０
０
０
円（
昼
食
、

保
険
代
ほ
か
）

※
当
日
支
払
い
。

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）　

■
申
込
受
付
開
始
日　

９
月
15
日

主
催
・
申
し
込
み

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
文
化
遺
産

活
用
事
業
実
行
委
員
会　
（
事
務

局
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
）（
２
５
・
３
１
７
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
４
・
０
５
０
５
、
メ
ー
ル info

@
npom

achihaku.com

）

創
業
ス
ク
ー
ル
参
加
者

　

創
業
・
起
業
に
必
要
な
心
構
え

や
基
礎
知
識
な
ど
、
専
門
講
師
が

わ
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
会
議
所

■
講
師　

金か
ね
だ
こ
う
ざ
ぶ
ろ
う

田
孝
三
郎
（
中
小
企

業
診
断
士
）

■
対
象
者　

こ
れ
か
ら
創
業
さ
れ

る
方
、
創
業
を
お
考
え
の
方

■
定
員　

20
人
程
度

■
受
講
料　

５
０
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

９
月
25
日
ま
で
に
、
萩
商
工
会
議

所
（
２
５
・
３
３
３
３
）
へ

利き

き
リ
ン
ゴ
世
界
選
手
権 

in 

た
ま
が
わ

　

田
万
川
地
域
の
平
山
台
果
樹
団

地
は
、
桃
、
梨
、
ブ
ド
ウ
、
栗
、

リ
ン
ゴ
な
ど
多
様
な
果
樹
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
18
種
類
も
の
リ

ン
ゴ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
生
か
し
た
、
リ
ン
ゴ
の
種

類
当
て
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
上
位
入
賞
者
に
景
品
、
参
加
者

全
員
に
お
土
産
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ

ー
ク
た
ま
が
わ
」
屋
外
ス
テ
ー
ジ

■
内
容　

品
種
当
て
利
き
リ
ン

ゴ
、
皮
む
き
競
争
、
リ
ン
ゴ
ク
イ

ズ
等

■
定
員　

30
組
（
親
子
ペ
ア
可
）

■
参
加
料　

大
人
５
０
０
円
、
小

学
生
以
上
３
０
０
円

■
申
込
受
付
開
始
日　

９
月
16
日

主
催
・
申
し
込
み

平
山
台
交
流
実
行
委
員
会
（
０
９

０
・
５
６
９
１
・
６
３
６
２
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
８
３
８
７
・
４
・
０
７
４
５
）

高
津

道
の
駅 

ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

わ（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
１
５
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
８
７
・
２
・
１
０
１

１
、
メ
ー
ル eki-tam

a1@
solid

.ocn.ne.jp

）

都
市
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

萩
×
京
都
〜

　

着
物
ウ
ィ
ー
ク
の
連
携
事
業
と

し
て
、
萩
市
、
京
都
市
の
多
彩
な

魅
力
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
萩
市
出
身
で
京

都
の
芸
妓
の
つ
ね
桃
さ
ん
の
舞
披

露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
３
日
（
土
）
午
後

２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

第
１
部
：
舞
披
露　

つ

ね
桃
、
第
２
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

■
パ
ネ
リ
ス
ト　

厚こ
と
う
け
い
こ

東
啓
子
（
萩

の
宿
常と

も

え
茂
恵
女
将
）、
三み

わ輪
和か
ず
ひ
こ彦

（
陶
芸
家
）、
池い
け
の
ぼ
う坊
由ゆ

き紀（
華
道
家

元
池
坊 

次
期
家
元
）、
西
村
明あ
け
み美

（
柊
ひ
い
ら
ぎ
や家 

六
代
目
女
将
）

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

京
都
ブ
ラ
ン
ド
推
進
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
京
都
商
工
会
議
所

０
７
５
・
２
１
２
・
６
４
５
０
）

相
続
登
記
等
無
料
相
続
相

談
会

　

司
法
書
士
が
相
続
登
記
等
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
受
け
ま
す
。

■
と
き　

10
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
～
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

■
相
談
内
容

◦
相
続
、
贈
与
、
売
買
等
不
動
産

に
関
す
る
登
記

◦
役
員
変
更
等
、
会
社
・
法
人
に

関
す
る
登
記

◦
成
年
後
見
、
多
重
債
務
、
自
己

破
産
等
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
会
萩
支
部

（
５
４
・
２
５
３
３
）

と　き 内　容

10月1日（木） 創業の動機を踏まえた「企業理念」を考える

10月6日（火）フレームワークを活用して「ビジネスモデル」を考える

10月8日（木） 経営者が押さえておくべき会計知識を理解する

10月14日（水）営業戦略を通して事業計画の大枠を形作る

10月21日（水）自分独自の事業計画書を作る

10月28日（水）事業計画書発表
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
博
「
こ
ど

も
広
場
」

■
と
き　

９
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
前
庭

■
内
容　

こ
ま
、
フ
ラ
フ
ー
プ
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
タ
カ
ラ
貝
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
、
貝
細
工
ほ
か
古
民

具
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

■
参
加
料　

無
料
（
実
費
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
博
の
会
員
を
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。今
回
、

萩
博
物
館
で
の
お
客
様
の
お
も
て

な
し
を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

Ｎ
Ｐ
О
の
目
的
に

賛
同
し
週
に
２
～
３
日
活
動
で
き

る
方

■
活
動
内
容　

受
付
、
シ
ョ
ッ
プ

で
の
販
売
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
、

清
掃
な
ど

■
入
会
金　

１
０
０
０
円

■
年
会
費　

２
０
０
０
円

■
応
募
期
間　

10
月
15
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
事

務
局
（
２
５
・
３
１
７
７
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.npom
a

chihaku.com
)

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
萩
・
長
門

地
域
児
童
作
品
展

　

阿
武
・
萩
・
長
門
地
域
の
小
学

児
童
の
絵
画
、
版
画
展
で
す
。

■
と
き　

９
月
26
日
（
土
）、
27

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
27
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
萩
・
長
門
地
域
児

童
作
品
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
２
２
・
３
３
２
３
）
山
本

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

　

城
下
町
の
町
並
み
に
は
着
物
が

よ
く
似
合
い
ま
す
。
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
城
下
町
で
ま
ち
歩
き

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
年

で
10
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
と
き　

10
月
１
日
（
木
）
～
12

日
（
月
・
祝
）

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
ほ
か
市

内
各
所

◆
着
物
レ
ン
タ
ル
・
着
付
け

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
受
付

は
午
後
３
時
ま
で
）

※
「
萩
・
竹た
け
と
う
ろ

灯
路
物
語
」
期
間
中

の
９
日
～
11
日
は
午
後
９
時
ま

で
（
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）。 

▽
旧
久
保
田
家
住
宅
（
呉
服
町
）、

１
日
４
０
０
０
円
、
着
付
け
の
み

２
０
０
０
円

※
着
物
の
レ
ン
タ
ル
や
着
付
け
を

さ
れ
た
方
に
「
文
と
萩
物
語
花
燃

ゆ
大
河
ド
ラ
マ
館
」
の
入
場
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
着
物
割
引

　

着
物
の
方
に
は
市
内
約
１
０
０

の
協
賛
店
に
て
、
食
事
や
買
物
の

割
引
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
協
賛
店
を
５
カ
所
ま

わ
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
記

念
品
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

▽
お
得
な
特
典
付
き
パ
ス
ポ
ー
ト

の
配
布
場
所
：
萩
市
観
光
協
会
、

観
光
課
、
旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど

　

そ
の
他
、
着
物
に
似
合
う
和
小

物
づ
く
り
体
験
等
が
で
き
る
「
和

の
学
び
舎や

」
や
着
物
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
主
催　

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
実

行
委
員
会

◎
期
間
中
開
催
「
萩
・
竹た
け
と
う
ろ

灯
路
物

語
」

　

約
２
０
０
０
基
の
竹
の
灯
籠
が

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

　

５
回
に
わ
た
り
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」
に
お
け
る
、
萩

の
５
資
産
の
位
置
づ
け
を
紹
介
し

ま
す
。

■
時
代
の
変
遷
を
視
覚
的
に
表
す

萩
城
跡
の
絵
葉
書

９
月
19
日（
土
）〜
11
月
29
日（
日
）

　

こ
の
萩
城
跡
の
写
真
は
明
治
中

期
以
降
の
撮
影
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

萩
城
は
、
毛
利
氏
の
居
城
と
し

て
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
に
築

城
を
開
始
し
、慶
長
13
年
に
完
成
。

約
２
６
０
年
に
わ
た
り
萩（
長
州
）

藩
政
の
中
心
で
し
た
。

　

明
治
政
府
は
、
統
一
国
家
を
建

設
す
る
過
程
で
、明
治
６
年（
１
８

７
３
）
に
全
国
の
不
要
な
城
の
払

い
下
げ
を
指
示
し
、
萩
城
は
明
治

７
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
石
垣

を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
萩
城
跡

は
、
明
治
維
新
、
す
な
わ
ち
封
建

社
会
の
終
し
ゅ
う
え
ん

焉
と
近
代
社
会
の
始
ま

り
を
視
覚
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

○
特
別
講
座

■
と
き　

10
月
３
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時　

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
の
過
去
・
現
在
・
未
来

■
内
容　

遺
産
全
体
の
歴
史
的
価

値
、
登
録
実
現
後
の
新
た
な
課
題

■
講
師　

有あ
り
ま
ま
な
ぶ

馬
学
（
福
岡
市
博
物

館
長
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

※
日
本
近
代
史
研
究
の
第
一
人
者

で
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会

の
専
門
委
員
会
委
員
と
し
て
、
推

薦
書
作
成
に
携
わ
る
。

■
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

無
料

￨
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
￨
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県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

本
展
覧
会
は
、
①
復
刻
作
品
と

原
画
、
②
画
材
と
道
具
、
③
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
と
い
う
３
つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
で
構
成
し
、
立
原
氏
の
幅

広
い
活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料 

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、
18

歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

９
月
14
日
（
月
）

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

学
芸
員
に
よ
る
列
品
解
説

■
と
き　

20
日
（
日
）、27
日
（
日
）

午
前
11
時
～
正
午

※
参
加
無
料
、
観
覧
券
が
必
要
。

城
下
町
を
ほ
の
か
に
照
ら
し
ま

す
。

■
と
き　

10
月
９
日
（
金
）
～
11

日
（
日
）
午
後
６
時
～
９
時

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
ほ

か
問
い
合
わ
せ

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
実
行
委
員
会

（
２
５
・
１
７
５
０
）

手
作
り
そ
ば
の
花
ま
つ
り

　

弥
富
特
産
の
そ
ば
粉
を
使
っ
た

手
打
ち
十
割
そ
ば
を
味
わ
え
ま

す
。

■
と
き　

10
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

弥
富
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

旧
弥
富
中
学
校
校
舎
、
弥
富
体
育

館■
内
容　

手
打
ち
そ
ば
、農
産

物
、加
工
品
等
の
即
売
の
ほ
か
、ス

テ
ー
ジ
で
は
、龍
り
ゅ
う
じ
ん神

太
鼓
、神
楽
、

カ
ラ
オ
ケ
、小
学
生
に
よ
る
劇
等

■
主
催　

弥
富
村
お
こ
し
会

問
い
合
わ
せ

弥
富
公
民
館

（
０
８
３
８
７
・
８
・
２
０
４
４
）

萩
・
阿
武
女
声
コ
ー
ラ
ス

の
集
い

■
と
き　

10
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
出
演　

萩
市
お
よ
び
阿
武
町
内

の
女
声
合
唱
団
（
７
団
体
）

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
阿
武
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い

実
行
委
員
会
（
２
２
・
３
６
０
１
）

藤
山

大
河
ド
ラ
マ
館
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
大
抽
選
会

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
特
別
企
画

と
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ
館
で
大
抽

選
会
（
ガ
ラ
ポ
ン
）
を
実
施
し
ま

す
。

■
と
き　

９
月
19
日
（
土
）
～
23

日
（
水
・
祝
）
午
前
９
時
～
午
後

４
時

■
と
こ
ろ　

大
河
ド
ラ
マ
館

■
内
容　

見
蘭
牛
ス
テ
ー
キ
や
地

元
産
高
級
フ
ル
ー
ツ
、
大
河
ド
ラ

マ
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が

そ
の
場
で
当
た
る

※
23
日
に
は
、奇
兵
隊
も
応
援
に

駆
け
つ
け
ま
す
。

■
対
象
者　

大
河
ド
ラ
マ
館
に
入

館
し
、
ド
ラ
マ
館
物
産
販
売
所
で

１
０
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の

方
等問

い
合
わ
せ

大
河
ド
ラ
マ
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
９
）

シ
ル
バ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
バ

ラ
ー
が
萩
初
寄
港

　

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
探
検
船
「
シ

ル
バ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
バ
ラ
ー
」

（
５
２
１
８
ｔ
、
全
長
１
０
２
．

９
m
）
が
萩
に
初
寄
港
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
15
日
（
火
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

※
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
午
前
９
時

20
分
か
ら
マ
リ
ー
ナ
萩
横
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
開
催
し
ま
す
。
船
は
イ

ベ
ン
ト
広
場
付
近
に
着
岸
し
ま
す

の
で
、
間
近
で
見
学
で
き
ま
す
。

午
後
５
時
に
出
航
し
ま
す
の
で
、

お
見
送
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
９
月
１
日
号（
15
ペ
ー
ジ
）

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
の
９
月
７
日
の

欄
に
「
椿
東
小
学
校
運
動
会
」
と

誤
っ
て
掲
載
し
ま
し
た
。
同
校
運

動
会
は
、６
月
に
実
施
済
み
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　

中
国
・
南
宋
時
代
の
名
品
か
ら
、

近
代
陶
芸
史
に
名
を
残
す
巨
匠
た

ち
の
優
品
、
さ
ら
に
は
人
間
国
宝

中な
か
し
ま
ひ
ろ
し

島
宏
ほ
か
若
手
作
家
の
最
新

作
ま
で
、
青
磁
の
技
と
美
を
一
堂

に
紹
介
し
ま
す
。

「
月
夜
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

参
加
者
募
集
中

■
と
き　

10
月
10
日
（
土
）・
11

日
（
日
）
午
後
６
時
～
８
時

■
定
員　

各
日
30
人

■
参
加
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

■
申
込
締
切　

９
月
30
日
必
着
、

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
、当
選

者
に
は
10
月
５
日
ま
で
に
通
知
）

■
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏

名
、年
齢
、代
表
者
住
所
・
電
話
番

号
、希
望
日
を
記
入
し
、郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ（
２
４
・
２
４
０
１
）、持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
７
４　

萩
市
平

安
古
町
５
８
６
‐
１　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
「
月
夜

の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
係
」

　
　10

月
10
日（
土
）〜
11
月
29
日（
日
）

「
女

お
ん
な
ご
ろ
し
あ
ぶ
ら
の
じ
ご
く

殺
油
地
獄 

与よ

へ

え
兵
衛 

十
五
代

目
片か

た
お
か
に
ざ
え
も
ん

岡
仁
左
衛
門
」

多
色
摺
木
版
画　

平
成
26
年
（
２
０

１
４
） 
Ｍ
＆
Ｙ
記
念
館

　
　

９
月
27
日（
日
）ま
で
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開催中〜11/1㊐
　　　写真展「明木中学校の思い出」 9:30〜 明木図書館

毎週㊎ まなぼう館で
　　　 レッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

16 ㊌ としょかん通信をつくろう 16:00〜 明木図書館
25㊎ 似顔絵教室 16:00〜 明木図書館

26㊏ ライブラリーセッション「現場医師
から見た萩市の医療の現在・未来」13:30〜 萩図書館

【休館日】 　萩図書館：28㊊〜30㊌
　　　　須佐図書館：16㊌、21㊊〜23㊌、28㊊〜30㊌
   　　　明木図書館：16㊌、21㊊〜23㊌、27㊐〜30㊌

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00〜福栄保セ
10:00〜福栄保セ
13:30〜福栄保セ

10:00〜むつみ農村環境改善セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会
　健康づくり教室

毎週㊌
16㊌
24㊍
25㊎

田万川・須佐 地域

9:30〜須佐保セ
13:00〜田万川保セ
9:30〜弥富公民館
10:00〜須佐保セ
14:00〜須佐保セ
9:30〜須佐保セ

　元気もりもり体操会
●1歳6か月児・3歳児健康診査
　認知症予防教室
●すくすく相談
　みんなの健康運動教室
　男の活き活きリハ会

17㊍

18㊎
24㊍
25㊎
30㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667

16㊌ 　酒害相談（お酒に関する困り事相談） 13:00〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ
10:00〜萩市保セ
9:30〜萩市保セ

9:30〜大井公民館
13:30〜浜崎みんなの家

11:00〜中央公園
13:30〜雑式町公会堂

9:30〜萩市保セ
13:30〜江向1区公会堂

毎週㊋
毎週㊍
16㊌
17㊍

18㊎

24㊍

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　男性健康料理教室
●10か月児健康相談
　大井グッドヘルス
　浜崎タマちゃん体操会　
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）

　雑式町いきいきクラブ
●5か月児健康相談
　江向体操教室

20㊐

•全国レディースサッカーフェスティバル大会　
　（〜21日）　　　　　　　　　　9:00〜萩スポーツ広場
•連盟会長杯ソフトテニス大会（一般・高校の部）
　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩市テニスコート
•萩市レディース卓球大会　　　9:00〜市民体育館

24㊍ •萩近郊地区秋季ゲートボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜甲子園球場

26㊏

•秋季野球大会兼武田杯争奪大会（混合）
　（9/27、10/3、4、24、25、11/3、14、15、21、22）
　　　　　　　　　　　　　　　　8:30〜萩スタジアム
•萩市内中学校ソフトテニス大会　
　　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩市テニスコート

27㊐

•萩市民秋季ソフトボール大会（10/4）　
　　　　　　　　　　　　　　　　8:30〜萩スポーツ広場
•萩市長杯争奪バドミントン大会　9:00〜市民体育館
•むつみオープングラウンドゴルフ大会
　　　　　　　　　　　　9:00〜むつみグラウンドほか
•日隈旗争奪萩近郷柔道大会　　　9:00〜萩武道館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 15:00〜
17㊍ ピヨピヨ「おはなしの世界」 10:30〜11:30
24㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
25㊎ だんすダンス！ 18:45〜20:15
28㊊ お月見をしよう 19:00〜
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）

29㊋ おもちゃ図書館開館日
発達相談日

10:00〜15:00
11:00〜15:00

9:30〜旭マルチメディアセ
　健康づくり応援隊交流ウォーキング29㊋

地域川上・旭

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○インサイドヘッド
○ジュラシック・ワールド
○海街diary
○向日葵の丘 1983年・夏
○ミニオンズ

上映中〜9/27
上映中〜10/16
上映中〜9/25

9/19〜
9/19〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内
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情報カレンダー日月火水木金土
41 2 3 5

76 9 10 11 12
15

2122
13 1718 1916
20 25 2624
14

28 293027
23

8

※小児科は、24日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番は、午前８時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後1時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

20日㊐
21日㊊
22日㊋
23日㊌
27日㊐

［内科］
［内科］
［内外科］
［内科］
［内外科］

松井（下田万）　
休日急患診療セ
弥富（弥富下）　
須佐診療（須佐）
齋藤（阿武町）

08387・2・0345
26・1397
08387・8・2311
08387・6・2540
08388・2・2838

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊌
●人権相談 （10:00〜/小川支所）外科 萩市民（椿） 25･1200
○年金出張相談 （10:00〜/田万川総合事務所）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

17㊍
●行政相談（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

18㊎
●萩市美術展 特別展「水沼兼雄展」 〜22日　　　　　　（10:00〜/市民館小ホール）外科 兼田（吉田町） 22・1113
●行政相談　　　　　　　　　　　　　　　　　（10:00〜/須佐総合事務所）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

19㊏

●萩博物館「明治日本の産業革命遺産と萩」 〜11/29　　　　（9:00〜/萩博物館）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○萩焼伝統工芸士会作家展 〜10/12　　　　　　　　　（9:00〜/渡辺蒿蔵旧宅）内科 市原（塩屋町） 22･0184
○大河ドラマ館シルバーウィーク大抽選会 〜23日　　（9:00〜/大河ドラマ館）
○ほほえみ大運動会 （10:00〜/市民体育館）

20㊐
○運動会（明倫小、椿西小、白水小、木間小・中、小川小、育英小、佐々並小、福栄中、大島保、 内科・歯科（外科）
　　　　　田万川保小川分園、あさひ保佐々並分園） 休日急患診療センター（椿）26・1397
○ NPO 萩まち博「こども広場」 （9:30〜/萩博物館前庭）

21㊊
 内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

22㊋
 内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397
眼科 森（土原） 26・8880

耳鼻科 堀（江向） 22・4133

23㊌
 内科・歯科（外科）
休日急患診療センター（椿）26・1397

24㊍
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

小児科 いわたに（椿東） 24･2100

25㊎
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科 波多野（堀内） 25・2788

26㊏
○運動会（須佐保） 外科 MP萩（堀内） 24・0082
○MOA美術館 萩・長門地域児童作品展 〜27日　　　（10:00〜/市民館小ホール）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

27㊐
○運動会（あさひ保、大井保、春日保）  内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397

28㊊
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

29㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/明木マルチメディアセンター）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 みやうち（椿） 25・2500

30㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

1㊍
●着物ウィーク in 萩 〜12日 　　　　　　　（10:00〜/城下町周辺）

2㊎

16→30日 日

9月

10



市報HAGI●2015（平成27）年９月15日号 20

◇萩往還の休憩処
　国道262号沿いの山口から萩市街までの中間に
位置し、まさに萩往還の休憩処です。伊藤博文も食
べたといわれる佐々並豆腐をはじめとし、地元の新
鮮野菜や手作りの弁当や餅、漬物・柚子味噌などの
加工品が並びます。また、徒歩５分のところには「国
の重要伝統的建造物群保存地区」に選定された「佐々
並市」があり、昔の街並みを散策できます。
　平成６年にオープンした道の駅で、地元の方に支
えられ昨年20周年を迎えました。佐々並がいっぱ
い詰まった道の駅へ、ぜひお立ち寄りください。

【プロフィール】
道の駅 あさひ（運営 / 株式会社旭開発　白上店長）
平成６年オープン、年間来場者数約17 万人
駐車場：31台（普通車 28 台、大型３台）
営業時間：午前９時〜午後６時（日曜日は午前８時か
ら、11月〜２月は午後５時30 分まで）
休館：年末年始（12月31日〜１月３日）
住所：萩市大字佐々並 2476－１
電話：０８３８・５６・０２７８

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※8月16日〜8月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成27年8月末日）
人口／50,889人（前月比－81）
男／23,419人（前月比－28）  女／27,470人（前月比ー53）
世帯数／24,080世帯（前月比－15）  出生／24人  死亡／58人

　９月１日、見島小・中学校の新校舎の竣工式を行
いました。野村市長の「新校舎で見島の将来を考え
ながら元気に育ってほしい」という式辞に続き、徳本
正
ただし

校長が「小中併設校として９年間の一貫教育な
ど、気持ちも新たに取り組みたい」とあいさつ。
　式典終了後には児童・生徒が、明治時代、多額の返
済に島民あげて取り組んだ「共同一致の精神」を伝
える唄や踊りを披露。見島小５年の多田雪

ゆ き の

乃さんが
「吹き通る見島の風を感じながら一生懸命学び、友達
と支え合い、励ましながら仲良く、素晴らしい思い出
をつくりたい」とお礼を述べました。

見島小学校・見島中学校新校舎完成
新たな気持ちで２学期をスタート

表紙
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